



















 本学の体育授業は、大きく 2 つに分けられます。 1 つは、
初年次教育としての体育授業 (スポーツ総合演習など) であ












 健康は、身体と心という 2 つの要素のみから構成される
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承し、多方面に強調すべき時代が来たと考えます。 
 
社会的健康の向上に貢献するために 
 
 本稿では、社会的健康の重要性について考えてきました。
それでは、私たちは、どのような社会的健康の獲得を目指せ
ばよいのでしょうか？ そして、大学生が社会的健康を獲得
しやすくするために何をすればよいのでしょうか？ これら
の問いについて、多様な教員間で対話を行い、方法論を共有
し、共通見解を持って、体育授業を行う必要があるのではな
いかと思います。 
 「社会的健康」こそが、大学の教養教育に必須の、かつ、
唯一無二の存在として、体育授業を教養教育の中心に導いて
くれるのかもしれません。 
 
